
 

 

   

 

    

「びわほなみ」の播種前研修会を開催！ 

10 月６日、甲賀管内の小麦栽培に取り組む生産者を対象に、「びわほなみ」の研

修会を開催し、生産者と関係機関あわせて 48 名が参加されました。当課からは

「びわほなみ」の品種特性と栽培のポイントについて説明を行いました。 

甲賀地域ではこの秋播きから「農林 61 号」から「びわほなみ」に全面的な転換

が行われます。「びわほなみ」はこれまで甲賀地域で栽培されてきた「農林 61 号」

と比較すると、収量性や耐倒伏性に優れており、実需者からの評価も高いなどの特

徴を持つ品種です。一方で、赤カビ病に弱く、秋播性程度が低いなどの短所もあ

り、防除の回数や播種時期など、「びわほなみ」の品種特性に合わせた栽培が必要

です。 

そこで研修会では品種特性に適した栽培管理が行われるよう、赤カビ病防除や播

種時期を中心に、適切な栽培管理について説明を行いました。 

 参加者からは品種を転換することによる栽培上の注意点や、収益面でのメリット

などの質問があり、適切な栽培管理による増収、所得向上が期待できることを理解

されるなど、充実した研修会となりました。 

 今後も、関係機関と連携しながら「びわほなみ」転換後の栽培の支援を行ってい

きます。 
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